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申し込み受付中!

 「奇想天外の落語
  ─あたま山vs理論物理学─」

笑福亭鶴笑 橋本幸士
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ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
が
大
々
的
に
開
催

さ
れ
た
か
と
思
え
ば
、
ま
た
あ
る
日
に
は
歌
舞

伎
舞
踊
や
狂
言
と
い
っ
た
伝
統
芸
能
が
披
露
さ

れ
、
そ
の
次
の
日
に
は
海
外
の
ビ
ッ
グ
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
が
ラ
イ
ブ
…
。
中
之
島
が
誇
る
音
楽
ホ

ー
ル
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
の
日
常
だ
。

支
配
人
の
西
部
宏
志
さ
ん
が
「
オ
ペ
ラ
の
翌
日

に
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
を
や
る
ホ
ー
ル
な
ん
て
、
そ

う
な
い
で
し
ょ
う
」
と
話
す
そ
れ
は
、
ジ
ャ
ン

ル
を
問
わ
ず
ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
登
場
す

る
旧
ホ
ー
ル
か
ら
変
わ
ら
な
い
魅
力
と
誇
り
の

ひ
と
つ
だ
。

　

日
々
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
ホ
ー
ル
の
舞
台
の
裏
側
は
、
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
「
２
０
０
８
年
以
前
の
旧
ホ
ー
ル
か
ら
、
フ

ェ
ス
の
舞
台
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の

は
、
日
本
ス
テ
ー
ジ
株
式
会
社
の
濱
利
彦
さ
ん
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
の
公
演
全
般
の
舞
台

間
窓
口
を
務
め
て
い
る
。
公
演
者
側
の
舞
台
監

督
か
ら
入
る
連
絡
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
公
演
内

容
や
相
手
の
希
望
に
沿
っ
た
も
の
を
ホ
ー
ル
の

ス
ペ
ッ
ク
と
す
り
合
わ
せ
、
時
に
は
逆
に
提
案

も
し
て
、
最
高
の
ス
テ
ー
ジ
と
な
る
よ
う
に
整

え
て
い
く
。
公
演
中
は
舞
台
袖
で
立
ち
会
い
。

と
に
か
く
安
全
に
、
円
滑
に
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　

濱
さ
ん
が
「
な
か
な
か
大
変
」
と
挙
げ
た
の

は
、
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
定

期
演
奏
会
だ
。
通
称
「
大
フ
ィ
ル
」
は
、
２
０

１
４
年
か
ら
新
生
フ
ェ
ス
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
し
、
昭
和
33
年
（
１
９
５
８
）
の
旧
ホ
ー

ル
開
業
時
と
同
じ
く
定
期
演
奏
会
を
開
い
て
い

る
。「
長
い
間
タ
ッ
グ
を
組
ま
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
毎
回
演
目
は
変
わ
り
ま
す
か
ら
、

ひ
な
壇
も
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
今
回
は
特
に

出
演
者
が
多
い
の
で
設
営
す
る
内
容
も
大
き
く
、

仕
込
み
に
参
加
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
増
や
し
ま
し

た
。
実
は
、
昨
日
の
夕
方
に
ち
ょ
っ
と
セ
ッ
ト

の
変
更
も
あ
っ
て
…
」

　大道具の世界で
も、フェスの名前は
大きいです。ツアー
で回る時も、格式が
高いフェスの裏側に入るのは緊
張が伴います。昔はみんな手動で、
若手は実力がないと入れませんで
した。２０１３年のリニューアル時
に、看板やセットを吊り下げる美
術バトンは電動になりました。

フェスティバルホール
舞台担当チーフ
濱 利彦さん

 格式の高さは健在。

1・2大掛かりな作業中も、スタッフ間の
コミュニケーションは密に。 3バックヤー
ドにはこれまでの出演者たちのサイン
がずらり。 4ホールの天井にあたる通称

「すのこ」。舞台装置が吊られるバトン
がある。フェスでは「暗くても見やすいよ
うに」という配慮から青い塗装。 5濱さ
んと清水さんの信頼関係も、演奏会の
大きな要である。

本番８時間前！
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奇
し
く
も
、
取
材
し
た
４
月
25
日
（
火
）
は

こ
の
定
期
演
奏
会
の
初
日
。
大
フ
ィ
ル
の
歴
史

を
紐
解
く
と
、
前
身
の
関
西
交
響
楽
団
か
ら
70

周
年
、
ま
た
翌
日
の
26
日
は
“
誕
生
日
”
に
あ

た
る
特
別
な
お
披
露
目
だ
。
ホ
ー
ル
側
も
、
こ

の
日
は
大
フ
ィ
ル
を
お
祝
い
す
る
た
め
に
空
け

て
お
い
た
の
だ
と
い
う
。

　

特
別
な
演
目
の
ひ
と
つ
『
カ
ル
ミ
ナ
・
ブ
ラ

ー
ナ
』
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
あ
り
合
唱
あ
り
、
お

よ
そ
1
時
間
に
も
及
ぶ
作
品
。
1
0
0
人
の
楽

員
だ
け
で
な
く
、
今
回
は
2
0
0
人
も
の
合
唱

団
員
が
加
わ
る
こ
と
で
、
本
番
の
迫
力
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
舞
台
の
仕
込
み
も
大
掛
か
り
に
な

る
わ
け
だ
。

　

当
日
の
朝
11
時
。
4
t
ト
ラ
ッ
ク
が
ホ
ー
ル

の
搬
入
口
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
、
約
3
t
も

の
楽
器
を
運
び
こ
ん
だ
。
一
緒
に
搬
入
用
の
巨

大
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
込
ん
だ
の
は
、
大
フ

ィ
ル
の
ス
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る
清
水

直
行
さ
ん
。「
ス
テ
ー
ジ
の
裏
方
を
全
部
や
る
、

な
ん
で
も
屋
さ
ん
で
す
よ
」
と
笑
う
。
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
裏
方
は
、
楽
団
の
譜
面
を
管
理
す
る

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
、
楽
員
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

エ
キ
ス
ト
ラ
楽
員
の
派
遣
な
ど
を
担
当
す
る
パ

ー
ソ
ネ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
そ
し
て
清
水
さ
ん

の
よ
う
な
ス
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
3
種
類

に
分
け
ら
れ
る
。
ス
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は

公
演
当
日
の
楽
器
搬
入
か
ら
、
楽
屋
の
割
り
振

り
、
舞
台
上
に
並
べ
た
椅
子
と
譜
面
台
の
調
整

…
と
、
本
当
に
な
ん
で
も
や
る
の
だ
。

「
楽
員
1
0
0
人
分
の
椅
子
を
並
べ
る
に
し
て

も
、
誰
が
ど
こ
に
座
る
か
は
わ
か
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
や
り
ま
す
。
個
人

の
体
の
癖
は
把
握
し
て
い
ま
す
が
、
か
と
言
っ

て
、
最
初
か
ら
再
現
し
て
並
べ
た
り
は
し
ま
せ

ん
。
そ
れ
ぞ
れ
に
演
奏
す
る
前
の
ル
ー
チ
ン
が

あ
り
ま
す
か
ら
ね
」。
リ
ハ
ー
サ
ル
が
始
ま
る

15
時
半
ま
で
に
、
奏
者
が
演
奏
だ
け
に
集
中
で

き
る
快
適
な
環
境
を
つ
く
っ
て
お
く
の
が
、
清

水
さ
ん
の
仕
事
。
そ
の
楽
員
に
寄
り
添
っ
た
心

遣
い
は
、
か
つ
て
清
水
さ
ん
が
ホ
ル
ン
の
奏
者

だ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

清
水
さ
ん
は
、
演
奏
事
業
部
長
を
務
め
る
福

山
修
さ
ん
の
「
こ
の
演
奏
会
を
こ
う
い
う
内
容

で
こ
の
ホ
ー
ル
で
や
り
た
い
」
と
い
う
企
画
が
、

ス
テ
ー
ジ
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
に
対
し
て
実
現
可

能
か
、
通
常
の
編
成
を
ど
の
よ
う
に
調
整
す
る

必
要
が
あ
る
か
も
考
え
る
。
最
終
的
に
図
面
に

起
こ
し
、
公
演
の
1
ヶ
月
前
か
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
ホ
ー
ル
に
常
駐
し
て
い
る
濱
さ
ん
に
相
談

す
る
わ
け
だ
。「
今
回
は
合
唱
が
入
り
ま
す
の

で
、
2
0
0
人
が
乗
る
ひ
な
壇
を
朝
か
ら
一
生

懸
命
作
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」。
楽
器
搬
入

気
持
ち
い
い
演
奏
を
支
え
る
、

大
フ
ィ
ル
の
黒
子
。

　裏側のやり取り
を表舞台に出す必
要はないと思ってい
るんですけど、幕間
にステージ上に出ていく必要があ
る時は「エレガントに振る舞うこ
と」をスタッフにも呼びかけていま
す。最短距離で、最小限の手を
加えて、さり気なく転換を全うでき
るクオリティを目指しています。

大阪フィルハーモニー交響楽団
ステージマネージャー
清水 直行さん

 必要最低限の動きで。

1楽器は高価。扱いは慎重に。 2出演
者が迷わないよう、楽屋に入るパートの
名前を書いていく清水さん。3・4各楽
屋に目印の紙を貼り、空調をチェック。
指揮者やミュージカル公演などの座長
らが入る部屋は決まっており、外に出ら
れるテラスや仮眠できるソファで気分
転換できる。5フェスは楽屋フロアも大
規模で設備もしっかり。
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と
並
行
し
、
フ
ェ
ス
印
の
箱
馬
を
使
っ
た
ひ
な

壇
作
り
が
8
人
が
か
り
で
行
わ
れ
て
い
た
。

　

大
フ
ィ
ル
は
年
間
に
お
よ
そ
1
0
0
公
演
を

行
い
、
そ
の
３
分
の
１
が
自
主
公
演
に
あ
た
る
。

そ
れ
を
担
当
し
て
い
る
の
が
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
的
な
存
在
の
演
奏
事
業
部
長
・
福
山
さ
ん
だ
。

「
中
心
に
な
る
の
が
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー

ル
で
の
定
期
演
奏
会
で
す
。
団
や
楽
員
の
成
長

を
お
客
さ
ん
に
見
て
も
ら
う
機
会
な
の
で
す
が
、

決
ま
っ
た
ホ
ー
ル
で
演
奏
す
る
こ
と
で
、
団
特

有
の
サ
ウ
ン
ド
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
意
味

も
あ
る
ん
で
す
」

　

福
山
さ
ん
は
大
フ
ィ
ル
の
個
性
を
、
大
き
な

ホ
ー
ル
を
震
わ
せ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
音
で
あ

る
と
話
す
。
フ
ェ
ス
で
鍛
え
た
音
な
ら
ば
、
ど

こ
の
ホ
ー
ル
で
も
通
用
す
る
と
い
う
自
負
が
あ

る
。「
こ
の
ホ
ー
ル
の
特
長
は
、
奏
者
自
身
が

出
す
音
が
ク
リ
ア
に
聴
こ
え
る
こ
と
。
客
席
の

ヒ
ソ
ヒ
ソ
話
が
舞
台
上
で
聞
こ
え
て
し
ま
う
く

ら
い
、
舞
台
上
と
客
席
で
聴
こ
え
る
音
に
ズ
レ

が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
奏
者
は
音
を
合
わ

せ
や
す
い
し
、
客
席
で
聴
く
と
一
体
感
が
あ
る

ん
で
す
」。
秘
密
は
音
を
拡
散
さ
せ
る
壁
の
凹

凸
。
舞
台
上
で
奏
で
ら
れ
た
音
は
壁
や
床
に
跳

ね
返
っ
て
天
井
へ
向
か
い
、
ホ
ー
ル
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
の
通
り
、
客
席
に
降
り
そ
そ
ぐ
。「
実

は
、
跳
ね
上
が
っ
た
音
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
聴
け

る
3
階
席
も
お
す
す
め
な
ん
で
す
よ
」

　

福
山
さ
ん
は
、「
年
々
お
客
さ
ん
か
ら
求
め

ら
れ
る
レ
ベ
ル
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

大
フ
ィ
ル
の
D
N
A
は
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
常
に

演
奏
技
術
は
磨
い
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ホ
ー
ル
で
の
演
奏
と
は
異
な
る
と
こ
ろ

で
手
を
広
げ
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
」
と
も
。

そ
れ
が
、
9
月
に
中
之
島
界
隈
の
街
中
で
行
わ

れ
、
ほ
ぼ
無
料
で
気
軽
に
プ
ロ
の
演
奏
に
触
れ

ら
れ
る
「
大
阪
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
の
企
画
や
、
定

期
演
奏
会
当
日
に
ホ
ー
ル
の
ホ
ワ
イ
エ
で
行
わ

れ
る
「
プ
レ
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
」。
4
年
前
か
ら

始
め
た
後
者
は
、
福
山
さ
ん
自
身
が
お
立
ち
台

に
上
が
り
、
来
場
者
が
そ
れ
を
囲
む
形
で
本
日

の
聴
き
ど
こ
ろ
を
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
学
ぶ
。
福
山

さ
ん
は
裏
方
な
が
ら
も
、
来
場
者
と
団
を
つ
な

ぐ
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
引
き
受
け
て
い
る
。

◎
フ
ェ
ス
で
大
フ
ィ
ル
の
演
奏
を
聴
く
な
ら
。

６
月
以
降
も
ひ
と
月
に
2
日
間
行
わ
れ
る
定
期
演
奏
会
の
内
容

や
チ
ケ
ッ
ト
購
入
に
つ
い
て
は
、公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
。楽
団

創
立
70
周
年
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
シ
テ
ィ
街
び
ら
き
を
記
念
し
た

特
別
企
画
と
し
て
は
、７
月
14
日（
金
）・
15
日（
土
）に
音
楽
家
バ

ー
ン
ス
タ
イ
ン
の
傑
作「
ミ
サ
」の
上
演
を
控
え
て
い
る
。オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
に
加
え
合
唱
団
や
ロ
ッ
ク

バ
ン
ド
に
ダ
ン
サ
ー
な
ど
、様
々

な
要
素
が
加
わ
り
総
勢
2
0
0

人
が
出
演
す
る
。

http://w
w
w
.osaka-phil.

com
/

ホ
ー
ル
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
力
を

引
き
出
す
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
。

1午後3時、ステージでゲネプロ前の音
出しが始まった。 2午後6時30分、福
山さんの「プレトークサロン」スタート！ 3
音出しの裏ではフライヤーのセットづく
りが進行中。 4フェスの格式と伝統を
伝える楽屋フロアの廊下。 5アーティス
ト・ラウンジは、かつての大阪グランドホ
テルのスイートルームにあたる。眼前の
堂島川が本番前の緊張を和らげる。

　１００名ほどが集
まってくださるプレト
ークサロンは、私と
お客さんによる質

疑応答がメインなんです。お客さ
んが普段から疑問に思っているこ
とや、リクエストを直接聞けるのは
勉強になりますね。裏方が表に出
るのは勇気が入りましたが、やっ
てみてよかったです！

大阪フィルハーモニー交響楽団
演奏事業部長
福山 修さん

 表舞台に出るのも勉強。

1
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間もなく開演です！ 本番4時間前！
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ひ
っ
そ
り
オ
ー
プ
ン
を
待
つ
、

高
層
ビ
ル
の
中
の
美
術
館
。

　

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
が
並
ん
だ
レ
イ
ア
ウ
ト
は
確

か
に
美
術
館
。
た
だ
し
中
身
は
空
っ
ぽ
。
な
ぜ

な
ら
、
こ
ち
ら
の
「
中
之
島 

香
雪
美
術
館
」
は

来
春
オ
ー
プ
ン
の
待
機
中
だ
か
ら
だ
。

　

朝
日
新
聞
創
業
者
・
村
山
龍
平
の
美
術
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
収
蔵
す
る
香
雪
美
術
館
は
、
神
戸

市
の
御
影
に
あ
る
。
中
之
島
は
分
館
に
当
た
る
。

4
月
に
開
業
し
た
ば
か
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

タ
ワ
ー
・
ウ
エ
ス
ト
4
階
を
訪
ね
る
と
、
そ
の

外
観
も
ほ
ぼ
出
来
上
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

た
が
…
。

　
「
今
は
一
年
か
け
て
建
材
を
枯
ら
し
て
い
る

最
中
な
ん
で
す
」
と
、
御
影
か
ら
引
っ
越
し
て

き
た
ば
か
り
の
中
之
島
分
館
開
設
準
備
室
長
の

臼
倉
恒
介
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
。
た
と
え
ば
、

新
し
い
部
屋
に
入
っ
た
と
き
、
鼻
に
ツ
ン
と
く

る
に
お
い
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ

う
し
た
ガ
ス
は
、
美
術
品
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

の
だ
そ
う
だ
。
開
館
前
の
空
気
や
湿
度
の
調
整

は
重
要
だ
。

　

来
春
始
ま
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
で
は
、
重
要

文
化
財
を
含
む
お
よ
そ
60
点
が
並
ぶ
予
定
。
展

示
ケ
ー
ス
の
ガ
ラ
ス
は
、
国
内
最
高
レ
ベ
ル
の

透
過
率
を
誇
る
国
産
の
も
の
を
使
用
し
て
お
り
、

写
り
込
み
が
ほ
ぼ
な
い
の
で
、
美
術
品
の
微
妙

な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
ス
ト
レ
ス
な
く
鑑
賞
で
き
る

の
だ
。

　
「
都
心
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、
ゆ
っ
た
り
し

た
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
」。

同
館
が
掲
げ
る
「
市
中
の
山
居
」
と
い
う
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
、
ま
さ
に
当
て
は
ま
る
の
だ

ろ
う
。
茶
人
で
も
あ
り
、「
香
雪
」
と
い
う
号

を
持
っ
て
い
た
村
山
氏
の
邸
宅
に
招
か
れ
て
い

る
気
分
が
強
く
な
る
。

　

と
い
う
の
も
、
展
示
室
の
奥
に
進
む
に
つ
れ

て
、
実
際
の
邸
宅
や
茶
室
を
再
現
し
た
も
の
が

現
れ
る
か
ら
だ
。
館
外
か
ら
も
の
ぞ
く
茶
室
は
、

御
影
の
本
館
敷
地
内
に
あ
る
「
玄
庵
」
を
複
製

し
た
も
の
。「
玄
庵
」
と
同
じ
種
類
の
竹
や
木

材
を
使
い
、
茅
葺
き
や
土
壁
も
同
じ
施
工
方
法

で
建
て
ら
れ
た
、
立
派
な
美
術
品
な
の
だ
。

1天井高4.5m。美術品が並ぶ様を想像しよう。 2「中之島玄庵」の一方はわざと壁が外され、室内が見える仕掛け。 3茶室建築の記録映像も、館内で上映される。
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舞
台
裏
を
知
る
と
、展
覧
会
の
見
方
は
変
わ
り
ま
す
か
？

中
の
人
に
聞
く

中
之
島
の
舞
台
裏
●4

 ﹁
ヘ
レ
ン
ド
﹂展

＠
大
阪
市
立

東
洋
陶
磁
美
術
館

中
之
島
の
舞
台
裏
●3

 ﹁
ラ
イ
ア
ン・

ガ
ン
ダ
ー
﹂展

＠
国
立
国
際
美
術
館　

イ
ギ
リ
ス
出
身
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、ラ
イ
ア
ン・ガ
ン
ダ
ー
の
作
品
と
、ガ
ン
ダ
ー
に
よ
る
所
蔵
作
品

を
紹
介
中
。あ
ら
ゆ
る
表
現
を
駆
使
し
た
作
品
と
レ
イ
ア
ウ
ト
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
噛
み
合
っ
た
面
白
い

展
示
だ
。7
月
2
日（
日
）ま
で
。☎
0 

6
─

6
4
4
7
─

4
6
8
0
　
10
・
00 

AM
〜
5
・
00 
PM（
金
曜
・

土
曜
は
〜
8
・
00 

PM
、入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）　
月
曜
休（
祝
日
の
場
合
翌
日
休
）

現
在
開
催
中
の
ヘ
レ
ン
ド
展
は
、約
2
3
0
点
を
見
な
が
ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
名
窯
1
9
0
年
の
歴
史

を
紐
解
く
大
規
模
な
も
の
。作
品
群
か
ら
似
た
モ
チ
ー
フ
や
文
様
を
探
す
の
も
、新
し
い
発
見
に
つ
な

が
る
鑑
賞
法
だ
。7
月
30
日（
日
）ま
で
。常
設
展
で
は
約
80
点
の
中
国
・
韓
国
・
日
本
の
陶
磁
器
を
鑑

賞
で
き
る
。自
然
採
光
展
示
な
ど
、専
門
美
術
館
の
工
夫
に
も
注
目
。☎
0 

6
─

6
2
2
3
─

0
0
5
5
　

9
・
30 

AM
～
5
・
00 

PM（
入
館
は
4
・
30 

PM
ま
で
）　
月
曜
休（
祝
日
の
場
合
翌
日
休
）

●教えてくれたのは
国立国際美術館　
学芸課長
中井康之さん

●教えてくれたのは
大阪市立東洋陶磁美術館　
研究副主幹
野村恵子さん

　
美
術
館
の
業
務
は
、一
般
的
に
大
き
く
3
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
企
画
す
る「
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
」、

作
品
鑑
賞
の
方
法
を
提
案
す
る
「
エ
デ
ュ
ケ
ー
タ
ー
」、
作
品
や
維
持
資
料
を
管
理
す
る
「
レ
ジ

ス
ト
ラ
ー
」。
日
本
で
は
こ
う
い
っ
た
名
称
に
な
じ
み
が
な

い
の
で
、
よ
く
学
芸
員
と
ひ
と
く
く
り
に
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

欧
米
の
み
な
ら
ず
オ
セ
ア
ニ
ア
や
東
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
、
近

年
は
先
進
的
な
国
々
で
職
務
内
容
の
細
分
化
が
進
ん
で
い
る

の
で
す
が
、
日
本
の
学
芸
員
は
「
な
ん
で
も
や
る
」
ん
で
す
。

展
示
を
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
普
段
は
専
門
分
野
を
研
究
し

た
り
、
海
外
の
美
術
館
へ
視
察
に
行
っ
た
り
し
ま
す
。

　
学
芸
員
は
「
雑
芸
員
」
と
自
称
す
る
く
ら
い
で
す
（
笑
）
デ
ザ
イ
ン
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
製

作
な
ど
、
ど
う
し
て
も
専
門
家
の
力
が
必
要
な
場
合
は
、
外
部
に
依
頼
す
る
こ
と
も
。
多
岐

に
わ
た
る
職
務
の
中
で
、
特
別
展
中
の
見
ど
こ
ろ
解
説
は
皆

さ
ん
と
の
大
事
な
接
点
な
の
で
、
い
つ
も
緊
張
し
て
い
ま
す
。

で
も
、
展
覧
会
の
ポ
イ
ン
ト
を
ど
の
ア
ン
グ
ル
か
ら
切
り
取

っ
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
か
工
夫
の
し
が
い
が
あ
り
ま

す
。
私
は
学
生
の
頃
に
歴
史
を
学
ん
で
い
た
の
で
、
磁
器
が

作
ら
れ
た
時
代
背
景
や
土
着
民
族
的
な
要
素
の
解
説
を
入
れ

る
こ
と
が
多
い
で
す
。

展
覧
会
は
誰
が
つ
く
る
の
か
。

実
は「
運
ぶ
」の
が
難
し
い
。

地下２階の展示は、アーティストで
あるガンダーがキュレーターとして、
国立国際美術館のコレクション展
を企画したもの。

ヘレンド展の見どころ解説は地下１
階の講堂で、30分ほど開催。次回
は６月10日（土）の2:00PMから。
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海
外
の
美
術
館
か
ら
作
品
を
借

り
る
巡
回
展
な
ど
に
お
い
て
は
、

現
地
の
美
術
館
か
ら
ク
ー
リ
エ
と

呼
ば
れ
る
輸
送
監
督
者
が
付
き
添

い
、
飛
行
機
に
載
せ
ら
れ
て
来
日
し
ま
す
。
重
量
物
は
船
舶
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

温
湿
度
を
保
つ
の
が
難
し
い
。
飛
行
機
事
故
な
ど
の
こ
と
を
考
え
て
、
被
害
を
抑
え
ら
れ
る

よ
う
に
便
を
分
け
て
運
ぶ
こ
と
も
多
い
で
す
。
成
田
空
港
に
着
い
た
後
は
、
ど
ん
な
遅
い
時

間
に
な
っ
て
も
基
本
的
に
留
置
は
し
ま
せ
ん
。
ク
ー
リ
エ
が
作
品
の
側
を
離
れ
る
こ
と
は
な

く
、
日
本
で
の
最
初
の
開
催
地
へ
陸
路
で
運
ば
れ
ま
す
。
私
が
担
当
に
な
っ
た
展
覧
会
で
は
、

前
の
開
催
地
の
学
芸
員
と
連
絡
を
密
に
取
り
合
い
、
美
術
館
近
く
の
ホ
テ
ル
で
夜
中
に
待
機

し
て
い
た
経
験
が
あ
り
ま
す
…
。

　

国
立
国
際
美
術
館
は
、
現
代
美
術
を
紹
介
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
運
営
方
針
で
す
。
巨
匠
の

回
顧
展
な
ど
の
巡
回
展
は
、
あ
ら
か
じ
め
作
ら
れ
た
大
道
具
の
セ
ッ
ト
も
一
緒
に
運
ば
れ
て
き

ま
す
が
、
現
代
美
術
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
一
緒
に
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
展
示
空
間
も
含

め
た
ア
ー
ト
）
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

才
能
の
あ
る
素
晴
し
い
作
品
を
生
み
出
す
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
広
く
紹
介
す
る
こ
と
も
当
館
の

使
命
。
学
芸
員
そ
れ
ぞ
れ
が
評
価
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
探
し
て
い
き
ま
す
。
見
つ
か
っ
て
も

す
ぐ
に
展
覧
会
を
開
く
わ
け
で
は
な
く
、
ア
ト
リ
エ
な
ど
に
通
い
、
信
頼
関
係
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
展
覧
会
の
成
功
は
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
る
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。
だ
か
ら
企
画
会
議
で
は
、各
学
芸
員
が
渾
身
の
力
を
振
り
し
ぼ
っ
た
企
画
を
提
示
し
ま
す
。

　

当
館
の
特
徴
と
し
て
、
展
示
室
に
は
既
成
の
障
壁
が
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
美
術
館
特
有
の

ム
ー
ビ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
ル
と
い
う
も
の
も
皆
無
で
す
。
展
覧
会
の
企
画

内
容
に
よ
っ
て
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
大
き
く
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
ガ
ン
ダ
ー
展
で
も
、
入
口
か
ら
壁
を
通
り
越
し
て
展
示
作
品
が

見
え
る
工
夫
（
写
真
下
）
な
ど
面
白
い
で
す
よ
。

　

若
手
作
家
の
個
展
な
ど
の
場
合
、
白
熱
し
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
最
終
的
に
決
ま
る
の
が
夜
明
け
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
（
笑
）

こ
の
仕
事
は
体
力
勝
負
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
現
在
開
催
中
の
「
ヘ
レ
ン
ド
展
」
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
磁
器
（
写
真
上
）
を
展

示
し
て
い
て
、
前
開
催
地
の
愛
知
県
陶
磁
美
術
館
へ
作
品
を
引
き
取
り
に
行
き
ま
し
た
。
ハ

ン
ガ
リ
ー
人
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
も
一
緒
に
、
展
示
さ
れ
る
磁
器
の
状
態
を
点
検
し
ま
す
。

　

陸
路
は
美
術
品
専
門
の
輸
送
会
社
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
貴
重
な
品
々
で
す
か
ら
、
そ
れ

は
も
う
厳
重
に
パ
ッ
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。
美
術
品
専
任
ス
タ
ッ
フ

が
同
乗
し
、
空
調
装
置
も
完
備
さ
れ
て
い
る
専
用
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
ま

す
。
学
芸
員
と
同
じ
よ
う
な
資
格
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
も
お
ら
れ
る
ん

で
す
よ
。
美
術
を
学
ん
で
い
て
、
こ
う
い
っ
た
道
に
進
む
学
生
も
多
い

み
た
い
で
す
。
今
回
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
方
も
一
緒
に
ト
ラ
ッ
ク
に
同
乗

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
館
の
所
蔵
作
品
を
貸
し
出
す
と
き

は
、
逆
の
ル
ー
ト
に
な
り
ま
す
ね
。

　

陶
磁
器
専
門
の
美
術
館
・
博
物
館
は
、
一
般
的
に
や
き
も
の
の
産
地
に
立
地
し
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
都
心
に
あ
る
の
は
珍
し
い
で
す
ね
。
中
国
や
韓
国
の
陶
磁
器
を
所
蔵
し
て
い
る

の
で
、
ア
ジ
ア
圏
の
方
々
が
自
分
の
ル
ー
ツ
を
探
し
に
は
る
ば
る
来
館
さ
れ
る
こ
と
も
多
い

で
す
。

　

昨
年
の
４
月
か
ら
巡
回
が
始
ま
っ
た
今
回
の
ヘ
レ
ン
ド
展
は
、
当
館
の
館
長
が
ハ
ン
ガ
リ

ー
の
美
術
館
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
交
流
が
あ
り
、
ま
た
陶
磁
器
の
展
示
の
専
門
知
識
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
幹
事
館
を
務
め
て
い
ま
す
。
陶
磁
器
の
担
当
者
が
い
な
い
ほ
か
の
開
催
会
場
で

展
示
方
法
や
構
成
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、
図
録
の
編
集
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
反
面
、

現
代
陶
芸
な
ど
得
意
分
野
で
な
い
も
の
は
、
逆
に
他
の
施
設
か
ら
教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
。

学
芸
員
は
横
の
繋
が
り
が
広
い
ん
で
す
。

　

巡
回
展
の
パ
ネ
ル
な
ど
は
基
本
的
に
す
べ
て
の
会
場

が
共
通
し
て
使
用
し
ま
す
が
、
当
館
で
は
陶
磁
器
に
詳

し
い
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
様
が
多
い
た
め
、
追
加
で
文

様
に
関
す
る
解
説
パ
ネ
ル
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
こ
う

い
う
点
も
、
学
芸
員
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
館
ご

と
に
違
い
が
出
ま
す
。

「
飾
り
」じ
ゃ
な
い
の
よ「
展
示
」は
。

作品の裏側の細工も観られるよう
に、壁側に鏡を貼り付ける工夫も。
角度によっては人の顔が入り込ん
でしまうので、その微妙なサイズにも
こだわりが。

7月18日（火）に開
催を控えている

「バベルの塔」展
では、オランダのボ
イマンス美術館か
ら24年ぶりにブリ
ューゲルの名画が
来日する。
ピーテル・ブリューゲル1
世「 バ ベ ル の 塔 」
M u s e u m  B V B , 
R o t t e r d a m ,  t h e 
Netherlands
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遠
藤
克
彦

建
築
研
究
所

4
丁
目
に
で
き
る
新
し
い
美
術
館
、

た
だ
い
ま
基
本
設
計
進
行
中
。

　

2
月
に
行
わ
れ
た
大
阪
新
美
術
館
（
仮
称
）

の
設
計
コ
ン
ペ
で
見
事
に
最
優
秀
案
に
輝
い
た

遠
藤
克
彦
さ
ん
が
、
大
阪
事
務
所
を
開
い
た
。

決
定
か
ら
わ
ず
か
2
ヶ
月
。
現
在
、
こ
こ
で
働

く
メ
ン
バ
ー
は
全
員
が
東
京
か
ら
の
移
籍
組
で
、

大
阪
出
身
者
は
い
な
い
。
ま
る
で
事
務
所
ご
と

引
っ
越
し
て
き
た
よ
う
な
慌
た
だ
し
さ
だ
が
、

ス
タ
ッ
フ
の
平
均
年
齢
27
歳
の
若
い
事
務
所
ら

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
充
実
感
が
み
な
ぎ
っ
て
い

る
。
で
、遠
藤
さ
ん
、大
阪
事
務
所
の
印
象
は
？

 
「
現
場
に
も
近
い
し
、
大
阪
市
と
の
打
ち
合
わ

せ
に
行
く
に
も
便
利
。
近
所
に
美
味
し
い
お
店

も
た
く
さ
ん
あ
る
し
（
笑
）。
一
歩
目
を
早
く

し
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

横
浜
生
ま
れ
で
学
生
時
代
も
ず
っ
と
東
京
。

実
は
大
阪
に
は
ほ
と
ん
ど
縁
が
な
か
っ
た
。
唯

一
と
言
っ
て
い
い
の
が
、
原
広
司
研
究
室
在
籍

し
て
い
た
東
大
大
学
院
生
時
代
に
、
建
設
中
だ

っ
た
梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手

伝
い
に
来
た
こ
と
。
そ
れ
で
も
建
設
現
場
に
カ

ン
ヅ
メ
で
、
街
の
こ
と
を
知
る
余
裕
な
ど
な
か

っ
た
。
今
も
東
京
と
の
往
復
だ
が
、
1
週
間
の

ほ
と
ん
ど
を
大
阪
で
過
ご
す
。

 

「
大
阪
は
街
の
距
離
感
が
ち
ょ
う
ど
い
い
。
市

街
も
コ
ン
パ
ク
ト
で
広
す
ぎ
ず
、
ス
ケ
ー
ル
が

人
間
の
生
活
に
寄
り
添
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は

や
は
り
歴
史
の
厚
み
も
関
係
し
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
で
し
ょ
う
か
。
中
之
島
の
敷
地
へ
行
く
に

は
橋
を
渡
る
ん
で
す
が
、
こ
れ
が
い
い
ん
で
す

よ
ね
。
川
や
堀
と
共
に
あ
っ
た
、
大
阪
の
都
市

形
成
の
文
脈
に
触
れ
ら
れ
る
気
が
し
て
」

　

た
だ
い
ま
美
術
館
の
基
本
設
計
の
真
っ
最
中
。

日
々
、
市
役
所
の
担
当
課
や
学
芸
担
当
の
職
員

を
は
じ
め
、
多
く
の
人
と
や
り
取
り
し
、
そ
れ

を
設
計
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
て
い
く
。

 

「
僕
が
大
阪
に
い
る
こ
と
で
お
互
い
に
遠
慮
が

な
く
な
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た
話
で
も
た
め
ら
わ

ず
に
済
む
。
近
く
に
い
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
る
。
建
築
に
と
っ
て
は
大
事

な
こ
と
で
す
」

◎
設
計
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
中
！

遠
藤
克
彦
建
築
研
究
所
で
は
、大
阪
オ
フ
ィ
ス
で
働
く
設
計
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
中
と
の
こ
と
。ま
ず
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ク
ル
ー
ト

欄
を
確
認
し
、興
味
の
あ
る
人
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
。

http://w
w

w
.j4f.com

/eaa/

　 info@
j4f.com

1元倉庫だった江戸堀１丁目のビルの１フロアをリノベーション。塗装などは自分たちで。 2通勤は大阪ならやっぱり自転車が便利。 3先輩スタッフが後輩に模型づくりを指導。
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取材・文／大迫 力（本誌）　写真／川隅知明 8
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　荒唐無稽で当たり前、面白ければどん
な無茶も許される（？）のが落語の世界。
とはいえ、今回の「あたま山」ほどシュール
なネタもないだろう。上方の古典落語「さく
らんぼ」（江戸では「頭山」）を、笑福亭鶴笑
さんがオリジナルの「パペット落語」に昇

華させ、まさに奇想天外な噺になっている。
　その異次元の世界を、物理学によって解
き明かそうというのが今回の挑戦だ。「超
ひも理論」という独自理論によって、この
世の森羅万象、はたまたわたしたちが認知
できている三次元をはるかに超えた次元

と空間を、数式で説明してしまう天才理論
物理学者こそ、大阪大学の橋本幸士教授
だ。「あたま山」の世界は、理論上はどこ
まで実現可能で、どこからは不可能なの
か？　橋本先生は「あたま山」をどうひも
解いてくれるのか。お楽しみに！

日時／2017年7月12日（水）
　　　6:30PM〜8:30PM頃（開場6:00PM〜）
集合場所／大阪大学中之島センター 佐治敬三記念ホール
受講料／2,200円
定員／150名
主催／ナカノシマ大学事務局
共催／大阪大学21世紀懐徳堂

募
集
要
項

お名前・ご住所・電話番号・人数・講座名を明記の上、下記までハガキ、ファック
ス、もしくはHP内の応募フォームからお申し込みください。複数名でご参加希望
の場合、ハガキ、ファックスについては、人数分の必要事項を明記してください。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「ナカノシマ大学寄席 第2回」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付後、6月20日前後より受講票をお送りします。
※受講料は講座当日に受付にてお支払いください。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。
※当日のお車ならびに自転車でのご来場はご遠慮ください。

 「奇想天外の落語─あたま山vs理論物理学─」

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

ナカノシマ大学寄席 第2回 ◎「あたま山」のあらすじ
　あるケチな男がさくらんぼの種を
食べると、頭から桜の木が生えた。
やがて桜が満開になると、その下で
花見をする客が大勢集まるように。
騒ぎに怒った男は頭の桜を引っこ
抜く。するとその跡に雨水がたまっ
て池になり、今度は船遊びをする人
が。嫌気が差した男はとうとう自分
の頭にできた池に身投げして…。
何が何やらさっぱりわからない。それ
を「パペット落語」で演じるとは？　
一体、どうなるのだろう。

　笑って楽しむものという印
象の強い上方落語は、面白
くするためのデフォルメや虚
構が入り乱れている。けれど、
そのディテールを慎重に読
み解けば、人々の生活や精
神世界、歴史の実相が垣間
見えたりする。落語の持つ意
外な深みに大阪大学の教
授陣がスポットを当てる「寄
席」であり「大学」が、ナカノ
シマ大学寄席なのです。

 「奇想天外の落語
─あたま山vs理論物理学─」
落語／笑福亭鶴笑 

講演／橋本幸士
           （大阪大学大学院
            理学研究科教授） 
進行／髙島幸次
           （大阪大学招聘教授） 

たかが「寄席」、
されど「大学」。

ありそうでなかった
笑いと学びの120分。

寄
席

落語の異次元は、学問で「計算」できるのか？
上方落語きってのシュールネタ「あたま山」を、天才理論物理学者がひも解く！

先生、
自分の頭の上にある
池に飛び込むには

どないしたら
いいんでしょ？

ナカノシマ大学寄席とは?
1984年、六代
目笑福亭松鶴
に入門。1990
年から世界各
国で人形を駆

使した「パペット落語」公演を行
う。文化庁文化交流使。

専門は理論物
理学、弦理論。
1973年生まれ
大 阪 育ち。理
学博士（京都

大学）。東京大学、理化学研究
所などを経て2012年より現職。

鶴笑さん、それなら
一般相対性理論で
解明できるでしょう。

時空のゆがみですかね…

9

ナカノシマ大学の最新情報は 

https://nakanoshima-daigaku.net/
※「ナカノシマ大学」で検索すると、旧ページが出てきますのでご注意ください。

ナカノシマ大学
WebのURLが
変わりました！

ケータイや
スマホからは
こちら！→

お問い合わせ
☎06-4799-1340

（ナカノシマ大学事務局） 
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天満天神繁昌亭 
毎月25日のお楽しみ天神寄席 噺のあとさき

ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
お
得
な
前
売
り
券
を
発
売
中
!

開
催
日
／
6
月
25
日（
日
）

開
演
時
間
／
6・00 

PM
〜（
開
場
5・30 

PM
〜
／
受
付
開
始
5・15 

PM
〜
）

受
講
料
／
2
3
0
0
円（
通
常
：
前
売
2
5
0
0
円
／
当
日
3
0
0
0
円
）

お
支
払
い
方
法
／
当
日（
5・15 

PM
〜
）、繁
昌
亭
入
口
付
近
の「
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
受
付
」に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
、予
約
受
付
を
終
了
し
ま
す
。※
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
は
当
日
券
の
販
売
は
致
し
ま
せ
ん
。

●
お
申
し
込
み
方
法
、お
問
い
合
わ
せ
先
は
Ｐ
9
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

四
月
席
の
一
コ
マ

髙　

日
本
が
超
高
齢
化
社
会
と

な
り
、
65
歳
以
上
が
4
人
に
1

人
と
い
う
こ
と
で
、
テ
ー
マ
は

「
老
い
」
で
す
。
演
目
に
新
作

落
語
が
2
つ
あ
る
と
い
う
の
は

珍
し
い
で
す
ね
。

春　

意
外
に
も
、
古
典
落
語
に

は
老
人
が
主
役
の
噺
が
な
い
ん

で
す
わ
。

髙　

日
本
に
は
、
昔
か
ら
老
人

を
か
ら
か
っ
た
り
馬
鹿
に
す
る

文
化
が
な
い
で
す
か
ら
。
新
作

落
語
は
、
高
齢
化
社
会
の
未
来

を
見
据
え
て
作
ら
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

春　

久
坂
部
先
生
が
書
か
れ
た

『
老
乱
』
は
認
知
症
の
老
人
と

そ
の
家
族
が
出
て
き
ま
す
け
ど
、

10
年
以
上
前
は
「
認
知
症
」
な

ん
て
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
な
。

久　

え
え
、
か
つ
て
は
「
老
人

性
痴
呆
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た

ね
。
在
宅
介
護
の
現
場
に
は
長

く
携
わ
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、

ま
だ
認
知
症
の
予
防
や
治
療
法

は
研
究
中
で
、
は
っ
き
り
わ
か

っ
て
な
い
ん
で
す
。
と
は
い
え
、

ご
家
族
は
「
認
知
症
に
な
っ
て

ほ
し
く
な
い
」「
進
行
を
遅
ら

せ
た
い
」
と
い
う
強
い
気
持
ち

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ギ
ス
ギ
ス

し
て
し
ま
っ
て
介
護
を
難
し
く

し
て
い
る
。
そ
ん
な
家
庭
の
問

題
を
書
い
た
作
品
で
す
。

春　

ま
わ
り
に
迷
惑
を
か
け
て

し
ま
う
と
考
え
た
ら
、
や
っ
ぱ

り
認
知
症
に
な
り
た
く
は
な
い

な
あ
。

久　

患
者
本
人
は
老
い
の
つ
ら

さ
や
死
の
恐
怖
を
忘
れ
ら
れ
る

し
、
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な

い
で
す
よ
。

髙　

逆
に
認
知
症
を
進
め
る
薬

が
出
て
き
た
り
し
て
…
。

鼎
談
／「
老
い
を
笑
え
る
か
〜
笑
老
病
死
を
語
る
」

　
　
　
久
坂
部
羊
　
髙
島
幸
次
　
桂
春
之
輔

六
月
席
の
ご
案
内

申
込
受
付
中

御
来
場
御
礼

笑福亭三喬さんの「初
天神」は、天神さんへ
お参りする父子の掛け
合いが見もの。お奉行さんも舌を巻く

子どもの名裁きが聞け
るのは、桂小枝さんの

「佐々木裁き」。

御
来
場
御
礼

イラスト／フジワラトモコ

落
語
／
桂
ち
ょ
う
ば「
月
並
丁
稚
」

　
　
　
笑
福
亭
恭
瓶「
真
田
小
僧
」

　
　
　
桂
三
金「
宿
題
」（
桂
三
枝
・
作
）　

　
　
　
桂
小
枝「
佐
々
木
裁
き
」

　
　
　
笑
福
亭
三
喬「
初
天
神
」

鼎
談
／「
大
人
の
思
考
・
子
ど
も
の
思
考
」

　
　
　
ゲ
ス
ト
／
内
田
樹（
武
道
家
・
思
想
家
）

　
　
　
髙
島
幸
次（
大
阪
大
学
招
聘
教
授
）

　
　
　
桂
春
之
輔

◉
お
題【
大
人
】

 「
は
じ
め
て
大
人
に
な
る
」

　

落
語
の
世
界
を
い
っ
そ
う
盛
り
上
げ
て
く

れ
る
の
が
、
子
ど
も
た
ち
の
存
在
だ
。
大
人

た
ち
に
は
思
い
も
つ
か
な
い
よ
う
な
破
天
荒

な
言
動
で
、
お
役
人
で
す
ら
振
り
回
さ
れ
る

こ
と
多
し
。

　

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
が
登
場
す
る
落
語
を

面
白
お
か
し
く
聞
き
な
が
ら
、
ゲ
ス
ト
の
内

田
樹
先
生
と
一
緒
に
、
大
人
と
子
ど
も
そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
方
の
違
い
を
探
っ
て
み
よ
う
。

思想家の内田樹先生
が、大人と子どもの立
場から、それぞれの思
考回路を分析。
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記
録
す
る
建
築

 （
仮
称
）大
阪
新
美
術
館
に
つ
い
て

取
材・文
／
大
迫 

力（
本
誌
）

　

新
し
く
で
き
る
美
術
館
が
所
蔵
す
る

４
９
０
０
点
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
、
お

よ
そ
８
割
に
の
ぼ
る
３
９
０
０
点
は
市
民
か

ら
の
寄
贈
品
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
集
め
ら

れ
た
の
か
と
い
っ
た
経
緯
や
そ
れ
ら
の
美

術
・
文
化
的
価
値
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
措

く
と
し
て
、
そ
こ
に
は
少
な
か
ら
ず
美
術
館

や
大
阪
の
街
に
対
す
る
期
待
が
込
め
ら
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
い
は
ず
だ
。

　

そ
し
て
ま
た
、
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
す
る

気
持
ち
を
持
つ
人
も
い
る
。
美
術
館
の
建
設

に
関
わ
る
大
阪
市
の
面
々
だ
。
ご
承
知
の
と

お
り
、
建
設
計
画
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
、
す

で
に
30
年
以
上
が
経
っ
て
い
る
。
長
年
に
わ

た
っ
て
背
負
っ
て
き
た
使
命
感
は
、
わ
た
し

た
ち
が
想
像
す
る
以
上
に
大
き
い
よ
う
だ
。

　

美
術
館
の
設

計
者
を
コ
ン
ペ

に
よ
っ
て
選
ぶ

こ
と
に
し
た
の
は
、
端
的
に
言
え
ば
、「
そ

の
方
が
い
い
も
の
が
で
き
る
」
と
大
阪
市
が

考
え
た
か
ら
だ
っ
た
。
と
は
い
え
、
わ
ざ
わ

ざ
二
次
審
査
の
プ
レ
ゼ
ン
を
公
開
し
、
し
か

も
多
く
の
人
を
呼
ん
で
ま
で
す
る
必
要
は
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
そ
れ
も

ま
た
市
民
の
期
待
に
応
え
た
い
と
い
う
気
持

ち
の
表
れ
な
の
だ
と
、
大
阪
市
新
美
術
館
整

備
担
当
課
長
の
洞
正
寛
さ
ん
は
話
す
。

方
の
思
い
も
非
常
に
強
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

文
章
化
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
と
共
有
で
き

れ
ば
と
い
う
こ
と
で
。
情
報
公
開
も
や
は
り

ス
ピ
ー
ド
感
が
大
事
で
す
か
ら
、
で
き
る
だ

け
早
い
対
応
に
努
め
ま
し
た
」

　

多
額
の
予
算
を
必
要
と
す
る
計
画
だ
け
に

市
民
の
視
線
は
気
に
な
る
は
ず
だ
。
そ
れ
で

も
洞
さ
ん
の
言
葉
に
は
、
期
待
や
注
目
を
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
で

そ
れ
に
応
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ

る
。
何
し
ろ
30
年
以
上
の
時
間
を
か

け
て
い
る
の
だ
。
大
阪
市
に
と
っ
て

も
思
い
入
れ
は
強
い
。だ
か
ら
こ
そ
、

公
開
プ
レ
ゼ
ン
の
会
場
は
中
央
公
会

堂
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
「
中
央
公
会
堂
は
レ
ト
ロ
フ
ィ
ッ

ト
工
法
に
よ
る
耐
震
改
修
工
事
を
行

い
、
そ
の
結
果
と
し
て
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

で
す
の
で
、
市
役
所
の
建
築
職
の
人

間
に
と
っ
て
は
感
慨
深
い
思
い
の
あ

る
建
物
な
ん
で
す
。
工
事
の
際
に
も

市
民
か
ら
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
そ
れ
が
今
素
晴
ら
し
い
形
で

活
用
さ
れ
て
い
る
。
会
場
は
こ
こ
し

か
な
い
と
思
い
ま
し
た
」

　

現
在
、
洞
さ
ん
た
ち
は
、
最
優
秀

案
に
選
ば
れ
た
遠
藤
克
彦
建
築
研
究

所
、
美
術
館
準
備
室
の
学
芸
員
と
共

に
基
本
設
計
業
務
を
進
め
て
い
る
。

先
輩
の
職
員
か
ら
は
、
ね
ぎ
ら
い
の

言
葉
と
共
に
、「
え
え
な
あ
」「
俺
が

や
り
た
か
っ
た
」
と
い
う
本
音
も
聞

こ
え
て
く
る
そ
う
だ
。
こ
の
美
術
館

の
計
画
が
大
阪
市
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
存
在
だ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い

る
。

　
「
大
阪
市
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
コ
ン
ペ

の
過
程
の
一
部
を
公
開
し
た
の
は
お
そ
ら
く

初
め
て
の
こ
と
で
す
。
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
こ
う
し
た
機
会
を

お
届
け
す
る
こ
と
で
、
我
々
が
こ
の
仕
事
に

き
っ
ち
り
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し
た

い
と
考
え
た
の
で
す
。
同
時
に
事
業
者
選
定

に
あ
た
っ
て
の
透
明
性
・
公
平
性
を
高
め
る

意
図
や
、
美
術
館
開
館
に
向
け
て
の
気
運
を

盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し

た
」　

　

プ
レ
ゼ
ン
を
公
開
し
た
だ
け
で
な
く
、
情

報
の
リ
リ
ー
ス
も
迅
速
だ
っ
た
。
コ
ン
ペ
当

日
の
1
週
間
後
に
は
結
果
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
発
表
さ
れ
、
最
優
秀
案
お
よ
び
次
点
案
を

含
む
二
次
審
査
の
5
案
は
す
べ
て
公
開
さ
れ

た
。
審
査
員
の
講
評
も
そ
の
4
日
後
に
は
公

開
さ
れ
て
い
る
。（
地
域
限
定
と
は
い
え
）

メ
デ
ィ
ア
に
関
わ
る
人
間
か
ら
す
れ
ば
あ
り

が
た
い
こ
と
こ
の
上
な
い
が
、
発
表
後
に
異

論
が
出
る

リ
ス
ク
も

あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
新
国
立
競
技
場
や
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
ロ
ゴ
に
関
す
る
騒
動
が
ま
だ
記
憶
に

新
し
い
中
、
こ
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
か
つ
オ
ー

プ
ン
な
対
応
に
は
正
直
驚
い
た
。

  

「
仮
に
す
べ
て
非
公
開
で
や
っ
た
と
し
て
も

異
論
が
出
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
そ
れ
も

承
知
し
た
上
で
、
公
開
す
る
方
が
納
得
し
て

い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。
審
査

講
評
の
公
開
に
つ
い
て
は
、
審
査
員
の
先
生

第
2
回  

期
待
に
応
え
る
と
い
う
こ
と

二次審査の案を含め、コンペに関する資料は大阪市のホームページで誰でも見ることができる。
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昨
年
６
月
に
初
開
催
し
、
大
好

評
だ
っ
た
「
中
之
島
駅 

ホ
ー
ム
酒

場
」。
現
役
の
車
両
や
ホ
ー
ム
で
、

数
千
人
も
の
人
々
が
わ
い
わ
い
と

飲
み
食
い
し
て
い
る
非
日
常
な
光

景
は
、
駅
の
新
た
な
活
用
方
法
と

し
て
多
方
面
に
注
目
さ
れ
た
。

　

こ
の
６
月
、
京
阪
電
車
中
之
島

駅
３
番
ホ
ー
ム
に
て
再
び
オ
ー
プ

ン
！　

お
な
じ
み
の
居
酒
屋
風
の

席
や
立
ち
呑
み
席
も
あ
る
中
で
、

「
や
は
り
京
阪
」
と
思
わ
せ
て
く
れ

る
の
は
、
ゴ
ザ
と
テ
ー
ブ
ル
が
セ

ッ
ト
さ
れ
た
納
涼
床
席
。
名
料
亭

［
た
ん
熊 

北
店
］
の
お
弁
当
付
き

で
６
月
12
日
（
月
）
か
ら
座
席
予

約
が
で
き
る
。
今
回
も
、
地
下
駅

で
ど
の
よ
う
な
光
景
が
広
が
る
の

締
め
に
出
て
き
た
り
と
、
ち
ょ
っ

と
珍
し
い
和
風
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
な

の
だ
。
ビ
ー
ル
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
全
国
各
地
の
地
酒
や
焼
酎
と

も
合
う
よ
う
に
コ
ー
ス
が
組
み
立

て
ら
れ
て
い
る
。
大
川
を
望
ん
で

飲
む
一
杯
は
格
別
に
違
い
な
い
。

　

京
阪
シ
テ
ィ
モ
ー
ル
で
は
夏
の

Ｂ
Ｂ
Ｑ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

同
じ
屋
上
で［ROOF TOP M

E 
ATS by grenier36

］
も
オ
ー

プ
ン
中
。
こ
ち
ら
は
タ
パ
ス
や
肉

の
グ
リ
ル
と
い
っ
た
洋
風
ビ
ア
ガ

ー
デ
ン
。
気
分
に
合
わ
せ
て
ど
う

ぞ
。（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

　

駅
ナ
カ
に
夜
遅
く
ま
で
楽
し
め

る
お
店
が
オ
ー
プ
ン
し
、
活
気
づ

く
京
阪
電
車
・
天
満
橋
駅
。
天
神

祭
も
近
づ
い
て
暑
さ
を
感
じ
る
こ

の
季
節
、
や

は
り
行
き
た

く
な
る
の
は

開
放
的
な
ビ

ア
ガ
ー
デ
ン
。

駅
直
結
の
京
阪
シ
テ

ィ
モ
ー
ル
屋
上
に
、

期
間
限
定
で
オ
ー
プ

ン
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン

を
紹
介
し
よ
う
。

　

最
近
の
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
で
は
、
ビ
ー
ル

と
揚
げ
物
を
つ
ま
む

と
い
う
昔
な
が
ら
の

ス
タ
イ
ル
で
は
な
く
、

会
社
帰
り
の
手
ぶ
ら

状
態
で
も
Ｏ
Ｋ
な
Ｂ

Ｂ
Ｑ
で
盛
り
上
が
る

の
が
定
番
。
今
年
新

し
く
オ
ー
プ
ン
し
た

［
和
の
ビ
ア
ガ
ー
デ

ン 

祭
Ｂ
Ｂ
Ｑ 

天
満

橋
］
も
、
店
名
の
と

お
り
メ
イ
ン
は
Ｂ
Ｂ

Ｑ
な
の
だ
が
、
稚
鮎

の
フ
ラ
イ
や
島
ら
っ

き
ょ
う
な
ど
の
八
寸

が
前
菜
と
し
て
付
い

て
い
た
り
、
大
き
な

タ
ラ
イ
で
シ
ェ
ア
す

る
冷
や
し
う
ど
ん
が

和のビアガーデン 祭BBQ 天満橋
会場／京阪電車「天満橋駅」・
京阪シティモール屋上
期間／９月24日（日）まで（予定）
時間／4:00PM〜10:00PM

（入場は8:00PMまで）
不定休
料金／和のビアガーデンBBQプラン
3,900円・4,900円
問い合わせ☎06-6450-6640

日時／6月19日（月） 6:30PM〜（開場6:00PM〜）
出演／落語：桂咲之輔　桂春雨　桂春之輔
　　　浪曲：春野恵子（曲師：一風亭風月）
　　　鼎談：「師匠を語る」
　　　　　 桂春之輔　春野恵子　桂春雨　　　　　　　　　　　
入場料／（一般）前売2,500円　当日3,000円

中之島駅 ホーム酒場 2017 初夏
期間／6月21日（水）〜24日（土）
時間／5:00PM〜9:30PM（入場は9:00PMまで）
※24日（土）は2:00PM〜8:30PM（入場は8:00PMまで）
入場口／京阪電車中之島駅改札口外東側特設ゲート
問い合わせ☎06-6945-4560（京阪電車お客さまセンター）

ト
ウ
ミ
ン
月
報

２０１７年６月１日発行

か
が
楽
し
み
だ
。

　

ま
た
、
中
之
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
タ
ワ
ー
・
ウ
エ
ス
ト
で
4
月
に

開
店
し
た
ば
か
り
の
お
店
も
参
加

し
、
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
に
合
う
ア

テ
を
用
意
し
て
く
れ
て
い
る
。
こ

ち
ら
は
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
変
わ

り
種
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
と
し
て
、
夏

の
定
番
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
会
社

帰
り
に
、
誘
い
合
わ
せ
て
立
ち
寄

っ
て
み
よ
う
。

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

天
満
橋・京
阪
シ
テ
ィ
モ
ー
ル
に

和
風
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
が
新
登
場

天
満
橋・京
阪
シ
テ
ィ
モ
ー
ル
に

和
風
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
が
新
登
場

天
満
橋・京
阪
シ
テ
ィ
モ
ー
ル
に

和
風
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
が
新
登
場

夏
の
中
之
島
駅
ホ
ー
ム
酒
場
は

川
床
風
シ
ー
ト
が
登
場

夏
の
中
之
島
駅
ホ
ー
ム
酒
場
は

川
床
風
シ
ー
ト
が
登
場

夏
の
中
之
島
駅
ホ
ー
ム
酒
場
は

川
床
風
シ
ー
ト
が
登
場
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三代目桂春団治・二代目春野百合子
上方演芸殿堂入り記念　
桂春之輔　春野恵子二人会
日時／6月19日（月） 6:30PM〜（開場6:00PM〜）
出演／落語：桂咲之輔　桂春雨　桂春之輔
　　　浪曲：春野恵子（曲師：一風亭風月）
　　　鼎談：「師匠を語る」
　　　　　 桂春之輔　春野恵子　桂春雨　　　　　　　　　　　
入場料／（一般）前売2,500円　当日3,000円

月
に

開
店
し
た
ば
か
り
の
お
店
も
参
加

し
、
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
に
合
う
ア

テ
を
用
意
し
て
く
れ
て
い
る
。
こ

ち
ら
は
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
変
わ

り
種
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
と
し
て
、
夏

の
定
番
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
会
社

帰
り
に
、
誘
い
合
わ
せ
て
立
ち
寄

っ
て
み
よ
う
。

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

　中之島の川沿いには、レ
トロ建築やオシャレなカフ
ェ、大阪城天守閣などの施
設があります。でも、何より
おすすめなのは、自然の風
景。天満橋あたりから夕暮
れに中之島を望むと、夕陽がまちの中へ落
ちていく瞬間を見ることができます。このサ
ンセットタイムをデートコースのアイテムと
して使ってみるのも良いかもしれませんね。
　実はこの落ち着いた雰囲気がじわじわ

と国内外問わず、大阪の魅力として認識さ
れつつあります。そして、このエリアの一番
素敵な景色を探してもらうのが、5月からス
タートしている「天満橋ベストビュークルー
ズ」。外国のお客様も多く、船内からいっ
ぱい写真を撮っています。連動企画として、
「天満橋ベストフォトコンテスト」も実施中。
インスタグラムでこれぞ！という写真を投
稿していただき、その中から素敵な写真を、
大阪水上バスのホームページで公開して
いきます。
料金／大人1,500円　子供（小学生）750円
運航時間／①17：40　②18：10　③18：40

（所要時間約25分）　※月曜運休

今月はナカノシマ大学に登場します！
アクアライナーを探検＆クルーズのチケットもゲッ
トできますよ。詳しくはナカノシマ大学Webにて。

大阪水上バスの
クルーズ歳時記

クルー
が毎月

綴ります

☎0570-03-5511（予約優先制）

http://suijo-bus.osaka/

asoview! （アソビュー）

大阪水上バス
企画宣伝部
岸田俊徳さん

今月のオススメ

 「天満橋ベストビュー
クルーズ」

仲
入
後
の
鼎
談
の
テ
ー
マ
は
ず
ば

り
「
師
匠
を
語
る
」。
偉
大
な
師
匠

の
芸
を
継
ぐ
た
め
の
努
力
や
苦
労

に
つ
い
て
の
話
、
は
た
ま
た
弟
子

だ
か
ら
こ
そ
知
る
素
顔
に
つ
い
て

な
ど
、
ト
ー
ク
も
聞
き
逃
せ
な
い
。

（
大
迫 

力
・
本
誌
）

　

上
方
演
芸
の
発
展
に
対
し
て
大

き
な
役
割
を
果
た
し
、
多
く
の
人
々

か
ら
愛
さ
れ
た
演
芸
人
が
選
ば
れ

る
「
上
方
演
芸
の
殿
堂
」。
今
年
3

月
、
そ
の
栄
誉
あ
る
顔
ぶ
れ
に
加

わ
っ
た
の
が
、
落
語
家
の
三
代
目

桂
春
團
治
さ
ん
と
浪
曲
師
の
春
野

百
合
子
さ
ん
。

い
ず
れ
も
押

し
も
押
さ
れ

も
せ
ぬ
大
看

板
だ
。

　

そ
れ
を
祝

し
て
、
両
師
匠
の
弟
子
２
人
が
天

満
天
神
繁
昌
亭
で
競
演
。
か
た
や

四
代
目
春
團
治
の
襲
名
を
控
え
た

桂
春
團
治
さ
ん
、
か
た
や
浪
曲
界

の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
春
野

恵
子
さ
ん
。
２
人
の
組
み
合
わ
せ

は
今
回
が
初
め
て
と
な
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
落
語
や
浪
曲
が
楽

し
み
な
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

桂
春
之
輔
＆

春
野
恵
子
の
二
人
会
！

 「
師
匠
」を
め
ぐ
る
対
談
も

桂
春
之
輔
＆

春
野
恵
子
の
二
人
会
！

 「
師
匠
」を
め
ぐ
る
対
談
も

桂
春
之
輔
＆

春
野
恵
子
の
二
人
会
！

 「
師
匠
」を
め
ぐ
る
対
談
も

田浦紀子・高坂史章
『親友が語る手塚治虫の少年時代』
（和泉書院）1,890円　
大型書店を中心に、全国の書店で発売中

の
ま
ま
で
は
手
塚
治
虫
が
歴
史
に

な
っ
て
し
ま
う
』
と
い
う
危
機
感

が
生
ま
れ
ま
し
た
」
と
話
す
田
浦

さ
ん
。
も
と
も
と
手
塚
治
虫
ゆ
か

り
の
地
を
ま
と
め
た
「
虫
マ
ッ
プ
」

を
弟
の
高
坂
史
章
さ
ん
と
制
作
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
膨
大
に
な

っ
て
い
た
原
稿
や
イ
ベ
ン
ト
の
記

録
を
整
理
し
、
貴
重
な
写
真
や
絵

を
加
え
、
自
費
出
版
で
世
に
出
す

決
断
を
し
た
。

　

手
塚
治
虫
の
実
弟
妹
で
あ
る
お

二
人
が
登
場
し
た
講

演
録
を
中
心
に
、
手

塚
が
通
っ
て
い
た
池
田
附
属
小
学

校
や
北
野
中
学
校
の
同
級
生
の

方
々
が
、
漫
画
家
に
な
る
前
の
手

塚
と
の
思
い
出
を
飾
ら
な
い
言
葉

で
語
っ
て
い
る
。
虫
捕
り
少
年
だ

っ
た
幼
少
期
、
絵
の
才
能
の
片
鱗

が
あ
っ
た
学
校
で
の
休
み
時
間
な

ど
、
メ
デ
ィ
ア
の
表
側
に
は
出
て

こ
な
い
手
塚
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
、
フ
ァ
ン
垂
涎
の

１
冊
。
ま
た
、
実
際
に
編
集
や
ア

シ
ス
タ
ン
ト
を
担
当
し
て
い
た
方

の
証
言
も
あ
り
、
人
気
作
品
の
裏

話
も
満
載
だ
。
こ
う
い
っ
た
本
が
、

手
塚
治
虫
を
現
代
に
生
か
し
続
け

て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

　

本
誌
で
も
執
筆
し
て
も
ら
っ
た

手
塚
治
虫
の
研
究
者
・
田
浦
紀
子

さ
ん
に
よ
る
研
究
本
『
親
友
が
語

る
手
塚
治
虫
の
少
年
時
代
』
が
、

こ
の
５
月
１２
日
に
刊
行
さ
れ
た
。

　
「
昨
年
、手
塚
フ
ァ
ン
の
間
で
『
手

塚
漫
画
の
生
き
字
引
』
と
呼
ば
れ

て
き
た
手
塚
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の

方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
、『
こ

家
族
や
旧
友
と
の
交
遊
録
か
ら

手
塚
治
虫
の
知
ら
れ
ざ
る
表
情
が
判
明

家
族
や
旧
友
と
の
交
遊
録
か
ら

手
塚
治
虫
の
知
ら
れ
ざ
る
表
情
が
判
明

家
族
や
旧
友
と
の
交
遊
録
か
ら

手
塚
治
虫
の
知
ら
れ
ざ
る
表
情
が
判
明
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最
近
、
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
が
街
に
増
え
ま

し
た
よ
ね
。
皆
が
知
っ
て
い
る
チ
ェ
ー
ン
ス
ト

ア
や
、
豆
の
品
質
や
淹
れ
方
に
こ
だ
わ
っ

た
サ
ー
ド
ウ
ェ
ー
ブ
と
呼
ば
れ
る
コ
ー
ヒ

ー
店
。
コ
ン
ビ
ニ
で
買
え
る
コ
ー
ヒ
ー
の
レ
ベ

ル
も
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
数
あ
る
中

で
、
う
ち
の
お
店
に
来
て
も
ら
え
る
理
由
が
ひ

と
つ
で
も
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
コ
ー
ヒ
ー
の
味
。
美
味
し
さ
に
こ
だ

わ
る
の
は
当
然
で
す
が
、
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
で

一
杯
ず
つ
丁
寧
に
淹
れ
る
方
法
が
難
し
い
場
面

も
あ
り
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
こ
こ
は
働
く
人

た
ち
が
中
心
の
街
で
、
み
な
さ
ん
が
急
い
で
い

ま
す
か
ら
、
お
待
た
せ
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
美
味
し
さ
と
ス
ピ
ー
ド
の
両
立
は
な
か

な
か
難
し
い
課
題
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
自
慢

の
マ
シ
ン
「
ド
リ
ッ
プ
マ
ス
タ
ー
」
が
解
決
し

て
い
ま
す
。
バ
リ
ス
タ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
抽
出

技
術
を
再
現
し
た
も
の
で
、
奥
深
い
味
わ
い
を

引
き
出
せ
る
ん
で
す
。

　

ま
た
、
独
自
の
技
術
で
焙
煎
し
た
豆
を
特
殊

な
ア
ル
ミ
缶
に
圧
力
を

か
け
て
密
閉
し
た
こ
と

で
、
長
期
保
存
で
き
る

ば
か
り
か
、
そ
の
ま
ま

の
状
態
の
豆
よ
り
も
、

か
な
り
香
り
が
良
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
フ

http://festivalplaza.jp/　
提供／株式会社 朝日ビルディング

祝 祭 へ よ う こ そ 。

フェスティバルプラザで会いましょう。   Vol.12

4月17日オープン。ドリップコーヒーはレギュラーサイズ300円、
可愛らしいボトルに注いだアイスブリュードコーヒーは650円。
当日のレシートを持って再訪すれば、ドリンクが200円引き、ド
リップコーヒーなら100円になるサービスも。写真のコールドプ
レスジュース3種（790円〜）や豚肉のリエットとパストラミを挟
んだサンドイッチ（490円）のほか、「忙しい女性に人気」なの
はテイクアウト可のランチBOX（890円〜）だ。
☎06-4963-2179 7:30AM〜8:00PM 

地域環境計画研究所）　
松本

古河大阪ビル4階

レ
ッ
シ
ュ
ア
ロ
マ
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
コ
ー
ヒ

ー
缶
「
ラ
ル
ゴ
」
も
、
手
早
く
美
味
し
い
一
杯

を
お
出
し
で
き
る
秘
密
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、

ま
だ
関
西
で
は
珍
し
い
ア
イ
ス
ブ
リ
ュ
ー
ド
コ

ー
ヒ
ー
が
お
す
す
め
で
す
。
ビ
ー
ル
サ
ー
バ
ー

の
よ
う
な
マ
シ
ン
を
使
う
の
で
黒
ビ
ー
ル
み
た

い
で
す
が
、
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
に
窒
素
を
絡
め

な
が
ら
出
す
と
、
ク
リ
ー
ミ
ー
な
泡
が
で
き
て

ま
ろ
や
か
な
口
当
た
り
に
な
る
ん
で
す
よ
。
コ

ー
ヒ
ー
が
苦
手
な
方
に
も
好
評
で
す
。

　

コ
ー
ヒ
ー
だ
け
で
な
く
、
フ
ー
ド
や
ジ
ュ
ー

ス
に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
街
で

も
ち
ゃ
ん
と
食
事
を
し
た
い
と
い
う
方
な
ら
レ

ス
ト
ラ
ン
に
行
か
れ
る
だ
ろ
う
し
、
周
囲
に
は

便
利
な
コ
ン
ビ
ニ
だ
っ

て
あ
り
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
空
い
た
時
間
で
小
腹

を
満
た
せ
る
使
い
勝
手

の
い
い
カ
フ
ェ
と
し
て
、

オ
ー
ダ
ー
ご
と
に
仕
上

げ
る
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
店

内
で
手
づ
く
り
し
て
い

る
、
果
物
と
野
菜
を
ミ

ッ
ク
ス
し
た
コ
ー
ル
ド

プ
レ
ス
ジ
ュ
ー
ス
と
一

緒
に
ど
う
ぞ
。
圧
搾
で

生
ま
れ
が
ち
な
え
ぐ
み

を
少
な
く
し
、
何
回
で

も
リ
ピ
ー
ト
し
た
く
な

る
よ
う
な
味
わ
い
を
目

指
し
ま
し
た
。

　

待
ち
合
わ
せ
や
打
ち

合
わ
せ
場
所
の
定
番
に

し
て
も
ら
う
の
も
大
歓
迎
。
広
く
取
っ
た
席
で
、

ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て
も
ら
う
の
も
Ｏ
Ｋ
。
い
ろ

い
ろ
な
お
客
様
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
。
中
之
島
通
か
ら
店
内
が
見
え
、
店
か
ら
も

外
が
見
え
る
の
で
、
も
う
中
之
島
に
溶
け
込
ん

だ
気
が
し
て
い
ま
す
。

 「
コ
ー
ヒ
ー
の
味
、使
い
勝
手
の
良
さ
…
。

 
リ
ピ
ー
ト
し
た
い
理
由
が
ひ
と
つ
で
も
あ
れ
ば
」

Information from Drip-X-Cafe ［中之島フェスティバルタワー・ウエスト1階］

接客のモットーは「笑顔です」と元気に語る

 ［Drip-X-Cafe］店長
田中秀直さん
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大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

●京阪電車関連　京阪電車主要駅／京阪シティモール／京阪モール／パナンテ天満橋店／ホテル京阪 天満橋／ホテル京阪 京橋 グランデ
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 梅田地下街店／紀伊國屋書店 梅田本店・グランフロント大阪店・本町店／ジュンク堂書店 大阪本店・梅田ヒルトンプラザ店・天満橋店／MARUZEN&ジュンク堂書店 梅
田店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店　［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素 食のライブラリー／ABC朝日放送／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部／大阪工業技術専
門学校／大阪国際会議場／大阪市中央公会堂／大阪市立科学館／大阪市立総合生涯学習センター／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／大阪21世紀協会
／大阪府立中之島図書館／大阪ボランティア協会／大阪歴史博物館／追手門学院 大阪梅田サテライト／川の駅はちけんや／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪シティキャンパス／国立国際美術館／
CITYNAIL'Sインターナショナルスクール／芝川ビル／市立住まい情報センター／少彦名神社／中央電気倶楽部／適塾／ドーチカ／ホテルNCB／メビック扇町／立命館大阪オフィス／龍谷大学大阪梅田キャンパス　［店
舗・医院など］アンドール 本町本店／上町貸自転車／Ultra 2nd／江戸前鰻料理 志津可／天満橋鍼灸整骨院／MJB珈琲店／エルマーズグリーン コーヒーカウンター／大西洋服店／OOO(オーー)／カセッタ／喫茶カンタ
ーロ／喫茶SAWA／グランスイート中之島／黒門さかえ／コモンカフェ／The Court／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／シアトルベストコーヒー新関電ビル店／じろう亭／Girond's JR／心斎橋山田兄弟歯科／住友病
院／セブンイレブン大阪証券取引所店／タピエスタイル／たまがわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／BAR THE TIME 天神／平岡珈琲店／ビルマニア
カフェ／FOLK／フレイムハウス／ミニジロー／宮崎歯科／やきとりばかや／吉田理容所／LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］旭屋書店 なんばCITY店／紀伊國屋書店 京橋店／ジュンク堂書店　難波店／福島書店／柳々堂／ルーブル書店　［公共施設・大学関連施設など］大阪科学技術館／大阪市社会福祉研
修・情報センター／大阪市立中央図書館／大阪府立江之子島文化芸術創造センター／川口基督教会　［店舗・医院など］あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪シティ信用金庫 江戸堀支店／御舟か
もめ／カルチャーカフェ上方／Calo Bookshop and cafe／写真とプリント社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワンナ／バルピコ／ホステル64オオサカ／MANGUEIRA／Loop A　
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂／Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／大阪狭山市立図書館／大阪市立難波市民学習センター／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳
堂／大阪大学本部／大阪府立中央図書館／摂南大学 地域連携センター／野村呼文堂／郵政考古学会／ゆったりんこ／連携考房 童子
●大阪府以外　ジュンク堂書店 西宮店／恵文社 一乗寺店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／川のほとりの美術館／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館／龍谷ミュージアム
●東京　往来堂書店（千駄木）／BOOKSルーエ（吉祥寺）／B&B（下北沢）／隣町珈琲（荏原中延）／ONLY FREE PAPER（東小金井）／かもめブックス（新宿）

『月刊島民』はここでもらえます。

バックナンバーをご希望の方には１冊100円（手数料）でお譲りしています。なお、品切れの号もありますが、予めご了承ください。お問い合わせは下記の電話番号まで。

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーお譲りします。

◎定期購読も受け付け中です。

編集・発行人／大迫 力（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　江口由夏（編集集団140B）
〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
Tel 06-4799-1340　Fax 06-4799-1341
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山﨑慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

次号予告中之島で自由研究。
中之島は、子どもたちの知的好奇心が満たせる場所。
大人もやってみたくなる研究テーマを、街の先生に教えてもらおう。

●『月刊島民』vol.108は2017年7月１日発行です!

ま
ろ
や
か
な
口
当
た
り
に
な
る
ん
で
す
よ
。
コ

ー
ヒ
ー
が
苦
手
な
方
に
も
好
評
で
す
。
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れ
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佐
堀
通
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阪神
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阪急百貨店

阪急梅田駅

大阪
駅

大阪天満宮駅
地下鉄谷町線

曽 根 崎 通JR東西線

住友病院

松
屋
町
筋

堺
筋

四
つ
橋
筋

御
堂
筋

な
に
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筋

谷
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筋

上
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天
満
橋
筋

地
下
鉄
谷
町
線

大
川

地

地
下
鉄
御
堂
筋
線

下
鉄
四
つ
橋
線

肥
後
橋
駅

本
町
駅

本
町
駅

堺
筋
本
町
駅

福島
駅

北新地駅

阪神
梅田
駅

西
梅
田
駅

東
梅
田
駅

梅
田
駅

福島
駅

阪神
本線

新福
島駅

扇
町
駅

天満駅

南
森
町
駅

天
神
橋
筋

新
御
堂
筋

なにわ橋駅

京阪本線

靱公園

愛日
会館

淀
屋
橋
駅

大阪市
中央卸売市場

フェスティバルホール
（中之島フェスティバルタワー2F／P2）

古河大阪
ビル

OMMビル

大阪
市役所

NCB
ホテル

グランフロント大阪

大阪
天満宮

江之子島文化芸術創造センター

7/12
ナカノシマ大学
開催!

7/12
ナカノシマ大学
開催!

ABC朝日放送
渡辺橋駅

大阪科学技術館 御霊
神社

適塾

天満天神
繁昌亭（P10・13）

大阪城
天守閣

大阪商工会議所

ダイビル
本館

リーガロイヤルホテル

北御堂

日本銀行
大阪支店中之島

ダイビル

堂島リバー
フォーラム

アートエリアB1

大阪国際会議場

大同生命
大阪本社

大阪市立科学館

大阪府立中之島図書館（P13）

大阪大学中之島センター
（P9）

中之島駅（P12）

Drip-X-Cafe
（中之島フェスティバルタワー・

ウエスト1F／P14）

中之島 香雪美術館
（中之島フェスティバルタワー・

ウエスト4F／P5）

国立国際
美術館（P6）

大阪市立東洋陶磁美術館（P6）
大阪市
中央

公会堂

京阪シティモール
（P12）
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